
 

 

 

 

 

松本市のリーディングスクール・パイオニアスクールの取組みの様子をお伝えする通信「学びの風便

り」第 3号をお届けします。今号からは、各校の取組み状況をより詳しくお伝えしていきます。 

清水中学校・明善小学校の取組み 

 

 清水中学校では、「表現力が育つ ～すべての活動を通して～」を重点テーマに今年度の教育活動を

展開しています。 

 

「清流の時間」の深化 

総合的な学習の時間「清流の時間」では、地域を愛する心の醸成につながる「探究的な学び」を大切

にしています。学年に応じて、地域との関わりが深化していくことをイメージしています。 

1年生 ＜地域で学ぶ＞ 地域の魅力を再発見することで、探究の学び方を学ぶ。 

2年生 ＜地域と学ぶ＞ 地域の方と一緒に働きながら、生き方を学ぶ。 

3年生 ＜地域の一員になる＞ 地域に「貢献するとは何か」問いをもって学ぶ。 

  

地域で学ぶ 1年生 ～町巡りを通して、地域の魅力に関心をもち始める子どもの姿～ 

 １年生は、「地元松本の魅力ってなんだろう？」をテー

マに一人ひとりが調査を始めています。６月１日には、第

三地区まちづくり協議会など地域の方々とともに、町巡り

に出かけました。歴史のある建造物や湧き水などについ

て、事前提出した質問に対する講師の回答に熱心に耳を傾

けていました。子ども達は、「何度も通ったことのある道

だったが、ここにも井戸があることは知らなかった」、「地

下にしみ込んだ雨水が湧き水になることは知っていたけ

ど、３０年もかけて湧いてくると聞いて驚いた」などの感

想をもちました。 

 

 地域への関心を膨らませていくために、調査を通して気づいたことなどを、まずは学級・学年内で発

表し合う予定です。総合係主任の N 先生は、「子ども達が地元の『ひと・もの・こと』の魅力に気づく

と、人に伝えたくなってくるはず。そのときに、子ども達が『自分はこの内容を、この人に、こう伝え

ていきたい』となるように支えていきたい。その一連の過程を通して、（研究テーマの）表現力が育って

くると思う。」と熱く語られました。問いや願いの芽を膨らませていく場をしつらえ、子どもの意識の変

化を待ちながら、次の一手を構想している先生方の姿がありました。子どもの願いと教師のねらいの重

なりを模索する「清流の時間」が動き出しました。 
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講師の説明を熱心に聞く生徒達 



 園から小へのなめらかな接続を目指して 

 明善小学校では、目指す子どもの姿「自分を信じて進める子」「とことん学びを求める子」「ふんわり

誰でもつつめる子」の具現に向けて、全校研究テーマを「子どもが課題解決にむけて粘り強く追究する

力を育む授業のあり方」と設定し研究を進めてきました。昨年度まで近隣の保育園と連携して園小接続

の在り方について考える中で、園と小の接続期にあたる 1 年生と、幼年期の最終となる 2 年生の授業

改善を中心とした理論を構築してきました。今年度はさらに園小接続期におけるアプローチカリキュラ

ムやスタートカリキュラムの作成を行い、園と小の有意義な連携・接続の在り方について研究を進めま

す。 

 

あそびのーと・まなびノート 

 子どもたちには一人ずつノートが与えられています。近隣保育園の園児は「あそびのーと」に、明善

小学校の１．２年生は「まなびノート」に自由に何でも描いています。先生方は子どもが描く様子の変

容のありのままを捉えようとしています。今年度の研究をスタートするにあたっても、先生方はノート

を見ながら「友だちがたくさん描かれているね。友だちがいっぱいいるのかな」「この子は虫が好きなん

だね」「あそびのーとでは絵だけだった子が、まなびノートになったら習いたての字を一生懸命書こう

としてることが伝わるね。1年生になって張り切っているんだね」等々、大いに語り合いました。 

 

大切にしたいこと 

 校内の幼年教育研究部会の研究テーマは「幼児教育にお

ける『あそび』の中に『学び』を読み取り、園小接続のあり

方をさぐる」です。子どものありのままの姿を捉えることを

大切にし、「まなびノート」から読み取ったことを、子ども

の興味関心から始める授業づくりに生かしています。 

「子どものありのままを捉え、子どもを真ん中に子ども

のことを語り合い、子どもの思いに心を寄せ、園小で共

に子どもを理解しようとすること」を大切に今年度の研

究がスタートしています。 

 

□ お知らせ 
松本市立の小中学校に勤務されている教職員の皆様で、以下の研修会への参加を希望する方は、所属

校の教頭先生を通じて、リーディングスクール各校へお申し込みください。 

・筑摩野中学校では、麻布教育研究所長の村瀬公胤先生をお招きして、授業クリニックを開催します。

（７月１８日（火）15：20~16：40） 

・筑摩小学校では、７月 21 日（金）算数科における単元内自由進度学習の授業公開および職員研修

を行います。（授業公開 2年生 9：30~10：15、4年生 10：35~11：20 授業研究会 15：00～） 

★各校の取組み状況を随時松本市教育委員会のホームページでお知らせしています。 

（毎週更新） 右のQRコードからぜひご覧ください。 

まなびノートから子どもを語り合う先生方 


